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■ 邯鄲(かんたん)の夢
　日曜日の夜、我家は大河テレビ時代劇を観る。とある日
曜日のこの番組で、女優が冊子の音読で「邯鄲(かんたん)
の夢」と言うセリフがあったが、その説明がなかった。私は
たまたま知っていたが、知らない方もいたのではないかと
思い、以下にその意味を紹介したい。

　邯鄲は中国河北省の都
市で、2千数百年前の戦国
時代の趙の首府で、今も現
存している歴史のある都
市だ。また秦の始皇帝の生
誕地でもある。始皇帝の諱
（いみな：名前）は政。政の
父親は秦の王族で、人質と
して趙にとどまっていた。
政はその時に生まれ、後に
秦に帰国して最後には成
によって趙は滅ぼされた。

　さて「邯鄲の夢」は、「邯鄲の枕」・「黄粱一炊（こうりょう・
いっすい）」や「一炊の夢」などとも言われる成語である。邯鄲
の夢であるが、とある青年が己の生い立ちの不運を嘆き邯
鄲にやって来た。ある道教の高僧の所に来て黄粱を炊き始
めたが、眠くなって高僧が使う枕を借りて眠ってしまった。

嵯峨 良平 （昭和43年電気科卒）
　青年は夢をみた。それは立身出世して栄華を享受し順風
満帆であったが、無実の罪を着せられて転落してしまった。
しかし後に無実がわかり、再度栄華を極めた。そして年老
いて妻子に看取られて亡くなり、幸せな長い長い人生の夢
だった。
　ところが夢から覚めると、炊き始めた黄粱がまだ炊き上
がっていなかった。
　このことから人生の栄枯盛衰は一瞬で、はかない意味と
なり、日本でも古来より言い伝えられた言葉である。

■ 邯鄲の歩み
　邯鄲に関係する成語に、邯鄲の歩みも有名だ。ある青年が、
邯鄲の人の歩き方がカッコイイと思い、真似しようと邯鄲
にやって来た。ところがどうしてもその歩き方が習得できず、
気が付いたら己の歩き方も忘れてしまい、這って帰国した
故事による。
　意味は、むやみに他人の真似をすると、自分本来のもの
も忘れて、両方とも失う教えである。
　しかしこの逆の教え、「まず上手な人の真似をしろ！」
もある。どちらが正しいかは、あなた自身の運次第という
ことか。

■ 邯鄲師
　邯鄲の夢から発生した言葉
で、寝ている人の金品を盗む
人のこと。特に旅館での盗人
のことを言うようになった。
金砂健児・金砂女子は、この
被害に遭遇しないように願い
ます。
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